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研究成果の概要（和文）：バイオテクノロジー応用食品の購買意思に影響を及ぼす要因は, 従来

消費者の知識や態度であると考えられてきた. しかし, 社会心理学の理論によれば, 購買意思

には個人の知識や態度のみならず, 主観的規範も影響する可能性が有力である. そこで本研究

は, バイオテクノロジー食品に関する態度や主観的規範の認知特徴を抽出するとともに, その

購買意思への影響をモデル化することを目的とした. 調査 1 では, 遺伝子組換え食品をターゲ

ット食品として, 肯定的・否定的信念, 所有者ステレオタイプを抽出した. そして調査 2 では

300 名の消費者を対象として, それらの信念・ステレオタイプと購買意欲との関連を検討した. 

その結果, 遺伝子組換え食品の購買意欲には自身の態度のみならず主観的規範が影響を及ぼす

こと, および「倫理的懸念」という否定的信念が遺伝子組換え食品の購買意欲を抑制すること

を見出した.  

 
研究成果の概要（英文）：The aim of the present study is to describe major positive and 

negative beliefs and consumption stereotypes toward genetically modified (GM) food among 

Japanese consumers, and to identify differences in those beliefs and stereotypes among 

consumer segments with different levels of intention to purchase. In this study, 

respondents were asked to rate their purchase intention, attitude and subjective norm and 

to indicate their agreement with each of three positive and three negative beliefs which 

were extracted from the preliminary survey. Among a sample of 300 Japanese consumers, 

three segments are distinguished with respect to purchase intentions for GM food: 

proponent, neutral and opponent. The results demonstrate that the proponent and the 

neutral group were almost congruent in their beliefs and stereotypes toward GM food, 

except in beliefs about ethical concern.   
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１．研究開始当初の背景 

遺伝子組換え食品などバイオテクノロジ
ー応用食品 (以下, バイテク食品と略記) は, 

世界規模の食糧・農業不足に貢献し得る技術
として注目され, その技術開発や安全性評価
に関する研究が進められている. 一方で, 消
費者のバイテク食品購入意思は必ずしも高
くないことも指摘されており, 適切な対消費
者リスクコミュニケーションの整備が課題
となっている.  

バイテク食品の普及に影響を及ぼす要因
としては, 消費者自身のバイテク食品に関す
る知識不足や偏見が挙げられることが多く, 

その対策として食育やリスクリテラシーと
いった啓蒙活動が試みられている. 一方で, 

社会心理学的要因の影響に関する研究や施
策は未だ少ないのが現状である.  

本研究はとくに消費者がバイテク食品購
買についてどのような主観的規範を有して
いるかに焦点をあて, これを社会心理学の理
論的枠組みから精緻化し, バイテク食品購買
プロセスのモデル化を試みる. 主観的規範と
は, 自分自身ではなく“他者 (家族, 友人など
コミュニティ, 世論) がバイテク食品購買に
対してどのような態度をもっているか”とい
う推測をいう.  

 

２．研究の目的 

消費者のバイテク食品に関する主観的規
範の特徴を抽出するとともに, そのバイテク
食品購買意思への影響を社会心理学的手法
により解明する. 本研究目的を達成するため
に, 平成 22～23 年度の研究期間に以下の 2

つの研究課題を遂行する.  

(1) 消費者のバイテク食品に関する主観的規
範の抽出 (H22): 代表的なバイテク食品とし
て遺伝子組換え (genetically modified, GM) 

食品を取り上げ, GM 食品 に関する多面的な
ステレオタイプを抽出し, それらと消費者の
主観的規範との関係を解明する.  

 

(2) 主観的規範がバイテク食品購買意思に及
ぼす影響の検証 (H23): 主観的規範および態
度がバイテク食品購買意思に及ぼす影響を
モデル化する.  

 

３．研究の方法 

調査 1 では, 消費者が GM 食品に対して有
する肯定的信念, 否定的信念, 摂食者ステレ
オタイプを抽出した. 調査 (N = 98) では, 

GM 食品について, (a) 良いと思う特徴やイ
メージ (肯定的信念), (b) 悪いと思う特徴や
イメージ (否定的信念), (c) 食べることに賛
成する典型的な人物像, (d) 食べることに反
対する典型的な人物像 (c, d を比較検討して
所有者ステレオタイプとした) をそれぞれ自

由記述させた. 得られた結果は 1 名の研究者
がコーディングを行い, その分類結果につい
て 3 名の研究者による調整, および, 研究目
的を知らされていない 5名の研究協力者によ
る調整を経て最終的にコード化した. その結
果, 回答頻度の高い順に, 肯定的・否定的信
念各 3 項目と, 所有者ステレオタイプの評定
に用いる形容詞 9 項目を選定した (表 1).  

 

表 1  GM食品に対する態度, 信念, ステレオタイ

プの各項目 

概念 質問項目 

購買意思 あなたは, もし日本でも流通するの

であれば遺伝子組換え食品を購入

しようと思いますか？ 

態度 あなた自身は, 遺伝子組換え食品

を購入することについてどの程度

賛成・反対ですか？ 

主観的規範 あなたにとって最も重要な人物は, 

あなたが遺伝子組換え食品を購入

することについてどの程度好ましく

感じていると思いますか？ 

統制認知 遺伝子組換え食品を購入するか否

かは, あなたがどの程度自分で統

制できると思いますか？ 

肯定的信念  

減農薬 作物の病害虫耐性が高まるため農

薬使用量を少なくできる 

食糧不足解消 作物の生産性が向上・安定するこ

とで食料不足の解消に貢献する 

栄養機能向上 特定の栄養・機能を高めることがで

きる 

否定的信念  

 環境懸念 地球環境や生態系に悪影響を及

ぼす可能性がある 

 長期的安全性 摂取することに対する長期的な安

全性が不明瞭である 

 倫理的問題 自然の生態系に人工的な手を加え

ることに対する倫理的問題がある 

ステレオタイプ 合理的な, 家族思いでない, 進歩

的な, 知識がある, 食へのこだわり

がない, 生産者寄りな, 価格重視

な, 若い, 男性的な 

 

 

 

 

調査 2 では, GM 食品に対する購買意思, 

態度, 主観的規範, 統制認知, および GM 食
品に対する肯定的・否定的信念, 所有者ステ
レオタイプを測定した. 信念およびステレオ
タイプの調査項目には調査 1 の成果を用いた 

(表 1). 調査実施には WEB 調査を利用し, 週
1 回以上食品購買を行っている日本人消費者
300 名 (女性 50.0%, 平均年齢 42.9 歳 (SD = 

8.9)) から回答を得た. なお, 調査前に調査
内容に関する説明文を表示し, 参加に同意す
る場合にのみ回答画面に進むよう指示した. 

調査参加者は, 表 1 の各質問項目についてど
の程度賛成かをそれぞれ 7段階評定で評定さ



せた.なお, 信念に関する質問項目について
は, “自分がどの程度賛成か” と “自分にとっ
て重要な他者がどの程度賛成すると思う
か”(他者の信念推定) をそれぞれ評定させた. 

 
４．研究成果 
(1) 自己の肯定的・否定的信念, および所有
者ステレオタイプと態度との関連: 態度を予
測変数とし, 自己の肯定的・否定的信念 (6

項目),および所有者ステレオタイプ (9 項目) 

を説明変数とする回帰分析を行った. その結
果, 「栄養機能向上」「食料不足解消」「農薬
減」という肯定的信念, 「倫理的問題」とい
う否定的信念, および｢家族思いな｣という所
有者ステレオタイプが態度に影響を及ぼす
ことが示された (R2 = .41; 表 2).  

 

表 2  GM 食品に対する態度に影響を及ぼす自己

信念, および所有者ステレオタイプ 

独立変数 
(R2 = 0.41) 

β p 

栄養機能向上  0.23 < 0.01 

倫理的問題  -0.25 < 0.01 

食料不足解消  0.21 < 0.01 

農薬減  0.16 < 0.01 

家族思いな  0.09 < 0.05 

 

 

(2) 他者の肯定的・否定的信念推定が主観的
規範に及ぼす影響: 主観的規範を予測変数と
し, 重要他者の肯定的・否定的信念推定 (6

項目) を説明変数とする回帰分析を行った. 

その結果,「食料不足解消」「農薬減」という
肯定的信念, および「倫理的問題」「長期的安
全性」という否定的信念が主観的規範に影響
を及ぼすことが示された (R2 = .21; 表 3).  

 

表 3  主観的規範に影響を及ぼす他者信念推定 

 

 

(3) 主観的規範が GM 食品の購買意思に及ぼ
す影響のモデル化: 購買意思を予測変数とし, 

態度, 主観的規範, 統制認知を説明変数とす
る回帰分析  (stepwise method) を行った . 

その結果, 態度および主観的規範が購買意思
に影響を及ぼすことが示された(R2 = .69; 表
4). 

 

 

表 4  GM 食品購買意思に影響を及ぼす TPB要因 

独立変数 
(R2 = 0.69) 

β p 

態度 0.68 < 0.01 

主観的規範 0.36 < 0.01 

 

 

(4) GM 食品購買賛成者・中立者・反対者間
での信念・ステレオタイプの差異: 購買意思
評定点を基準として調査参加者を「賛成者」
(N  = 41),「中立者」(N = 92),「反対者」(N = 

167)に分類した. この 3 種の購買意思群間で
各信念, ステレオタイプを比較したところ, 

賛成者と中立者は肯定的信念が高かった. 一
方で, 判定者は肯定的信念が低く, 否定的信
念が高かった. また, 反対者は GM 食品摂食
者について「家族思いでない」「食へのこだ
わりがない」といったステレオタイプを他群
より高く有していることが示された. 賛成者
と中立者は多くの信念・ステレオタイプの傾
向が類似していたものの, 中立者は「倫理的
問題」という否定的信念が賛成者より高かっ
た. 

 

(5) 総合考察 

  まず, GM 食品購買意思には, 態度の他に
主観的規範が購買意思に影響を及ぼすこと
が示された. これは本研究課題の仮説を支持
するものであり, この食品の購買・摂食が他
者からどうみられるかといった評価懸念が
食品選択に影響を及ぼすことが示唆される. 

次に, GM 食品に対する態度や主観的規範
に影響を及ぼす信念や所有者ステレオタイ
プについて検討したところ, 態度には GM 食
品に対する肯定的信念, および「家族思いな」
という所有者ステレオタイプが正の影響を, 

また「倫理的問題」といった否定的信念が負
の影響を及ぼすことが示された. このことは
GM 食品に対する態度形成には , 倫理観や
「GM 食品を買うことで家族思いでない人間
に見られるのではないか」といった所有者ス
テレオタイプへの配慮が必要であることを
示唆する. また, 主観的規範に影響を及ぼす
信念 (他者の信念推定) には, 態度の場合の
ような「栄養機能向上」といった個人の健康
に関する信念ではなく, 「食料不足解消」「長
期的安全性」「倫理的問題」といった社会的
問題に関する信念の影響が大きいことが示
唆される. 

以上の成果より,  GM 食品のリスクコミ
ュニケーションには, とくに倫理的問題に関
する議論や GM 食品購入者=食へのこだわり
がないといった消費者のステレオタイプま
で考慮した情報提示が必要であることが示
唆される. なお, 本研究成果については現在
欧文論文を執筆中であり, 食行動科学の国際

独立変数 
(R2 = 0.21) 

β p 

食料不足解消  0.25 < 0.01 

倫理的問題  -0.17 < 0.05 

農薬減  0.18 < 0.01 

長期的安全性の問題  -0.14 < 0.05 



誌に投稿予定である.  

その他, 主観的規範に影響を及ぼす食品ス
テレオタイプの計測・変容技術についても検
討を行い, 感情プライミング課題や IAT とい
った潜在的態度測定法の有効性や, 食品の外
観  (appearance) の変化によりステレオタ
イプ変容が生じることを実験的に明らかに
した . これらの成果は Appetite や Food 

Quality and Preference といった食行動科学
の国際誌に掲載された. 
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